
南三陸町の概要と被害 
 



⑴新生活運動（昭和２２年～昭和３９年） 

 昭和２２年６月、発足間もない片山内閣は新日本建設運動を提唱した。各地に
さまざまな反響を呼んだ。 

 宮城県は、昭和２３年から予算が計上され、生活改善・合理化運動として進め
られた。 

 昭和３０年「宮城県新生活建設協議会（昭和３７年新生活運動協議会と改称）」
発足。 

 

 

⑵新県民生活運動（昭和４０年～平成３年） 

 昭和４０年、社会教育の一環として進められてきた運動を「全県民にとって必
要であり、誰もが参加できる運動」として推進することを提唱。県下の各種団体
を網羅した「宮城県新県民生活運動協議会」を新たに発足し、従来の組織を発
展的に解消。 

 昭和４２年、７４全市町村に協議会組織。 

 

 

すばらしいみやぎを創る運動の歩み                             その１ 



⑶すばらしいみやぎを創る運動（平成４年～現在） 

 協議会発足から２０数年が経過し、大きく変化した社会情勢に対応した運動の
内容に変更した。 
 「生活改善・合理化」運動から「豊かな地域づくりをめざす住民運動」に移行。 
 

 地域づくりは、公的行為（行政）と私的な行為（県民の生活）の中間領域の存 
在が不可欠。 

 

 新しい運動の基本的考え方を「活力のある個性的で心豊かな地域社会を創造
する運動」とした。平成４年名称を「すばらしいみやぎを創る協議会」に決定し
た。 

 
 ４つの運動の柱 
  ①安全で安心なまちを創る運動 
  ②心の通い合う地域を創る運動 
  ③美しい生活環境を創る運動 
  ④地域文化を大切にする運動 

すばらしいみやぎを創る運動の歩み                             その２ 



Minami-Sanriku-Cho           Location 



南三陸町の概要        地勢 

・宮城県北東部、 

 本吉郡南部に位置。 

 

・南三陸金華山国定 

 公園の一角にある。 

 

・面積 

 163.74平方km 

 

・東西、南北約18km 

 の範囲 

 

・北上山地の支脈の 

 東南にあり、東は海 

 に開き、志津川湾を 

 抱える馬蹄形の地形。 

 

・気候は海流の影響で 

 夏は涼しく、冬は雪が 

 少なく、比較的温暖。 

 

・志津川、歌津、戸倉、 

 入谷の４地区。 

山 海 



南三陸町の概要       人口・沿革 

人口 世帯数 行政区 

志津川 8294 2730 31 

歌津 5181 1434 17 

戸倉 2433 682 16 

入谷 1907 519 10 

全体 17815人 5365世帯 74区 

明治28年(1895) 本吉村が志津川町と改称。 

 

昭和30年（1955) 志津川町、入谷村、戸倉村が合併して、志津川町となる。 

 

平成17年（2005） 志津川町と歌津町が合併して、南三陸町となる。(10月） 

■統計 

■沿革 

本籍を置いている人口  25101人 

高齢化率（65歳以上）    29.3％（全国平均22.7%) 

H21年(2009)の数値（南三陸町統計書平成22年度版） 



震災前               歴史 

■本吉郡は、平泉（岩手県）の藤原清衡が奥州に強い勢力をもった平安時代、 

 大量の金を産出したため、藤原氏と密接に関係し、平泉黄金文化反映の 

 重要な役割を担った。 

 

■文治5年（1189年）、源頼朝の遠征で藤原氏の支配が終わり、鎌倉武士の所領に。 

 

■南北朝時代、牡鹿地方や岩手県南地方とともに、葛西氏の所領になった。 

 

■天正18年(1590年）、葛西氏は豊臣秀吉に滅ぼされ、一旦、木村氏が治めるが、 

 謀反が続いたため、翌年伊達政宗が鎮圧。270年にわたり、伊達氏が統治。 

 

■江戸時代、入谷地域は伊達藩養蚕発祥の地として栄え、明治後半には養蚕業が 

 発展した。 

 

■昭和初期になると養蚕業に変わり水産業が盛んになり、漁業の町としての基礎が 

 形成された。 

 



震災前これまでの震災の履歴  

■８６９（貞観11）年5月26日     三陸沖M8.6 多賀城下：死者1000人余り 
 

■1611（慶長16）年10月28日   三陸沖M8.1 伊達領内：死者1783人 
 

■1793（寛政5)年1月7日       三陸沖M7.1 大船渡で波高9尺、死者1213人 
 

■1847（弘化4）年7月17日      本吉、気仙等津波：死者335人 
 

■1896（明治29）年6月15日     三陸沖M7.6 綾里で浸水高38.2m、死者21959人 
 

■1933(昭和8）年3月3日       三陸沖M8.3 綾里で浸水高25.0m、死者3008人 
 

■1960（昭和35）年5月24日     チリ沖M8.5 三陸で波高5.6m、死者119人 
 

■2011（平成23）年3月11日    三陸沖M9.0 

 

 

三陸沖だけでなく南米沖を震源とする津波を合わせ、10～20年に１回は津波の記録
があり、50年に1回程度は多数の死者が出るなど大きな被害を受けてきた。 



震災前          里山               

田束山より歌津崎を望む 2011年5月25日小野寺寛さん撮影 



震災前         海                

南三陸町ホームページ 
http://www.town.minamisanriku.miyagi.jp/modules/photos/index.php 

南三陸町観光協会 
http://www.m-kankou.jp/ 



震災前         海                

ウタツザウルス 

歌津岬 

魚竜館 



震災前          街並み        

歌津 伊里前 航空写真 1997 
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3月11日15：32 南三陸町歌津伊里前 阿部正さん撮影 



3月11日15：37 南三陸町歌津伊里前阿部正さん撮影 



3月11日15：40 南三陸町歌津伊里前 阿部正さん撮影 



3月11日15：53 南三陸町歌津伊里前 阿部正さん撮影 



歌津伊里前 
 
『東日本大震災全記録』河北新報社 



被害             東北 太平洋沿岸        

『東日本大震災全記録』河北新報社 

● 



被害          南三陸町 津波        

『東日本大震災全記録』河北新報社 



被害         南三陸町 被害概要        

『東日本大震災全記録』河北新報社より  一部改変 

611 

231 



志津川 



歌津 伊里前 



9月6日歌津伊里前阿部正さん撮影 



8月31日歌津寄木阿部正さん撮影 



定例会の様子 



毎月発行の会報「一燈」 



小・中・高校生や一般の方々３２０名による津波体験・新しいまちづくり作文集
「未来への遺言」が完成し、発刊。 



宝塚市民との交流会の場で講演 





平成の森仮設住宅 憩いの場『あづまーれ』 





一燈サロン  とんぼ製作 



布草履プロジェクト 
～アフリカの子どもたちに布草履をとどけよう～ 



かおりキャンドル講習会 



グッズ商品 （１） 

絆Ｔシャツ １，５００円  うたちゃんＴシャツ １，０００円 

帽  子   １，５００円 



グッズ商品 （２） 



グッズ商品 （３） 

とんぼブローチ ５００円 ストラップ ５００円 布ぞうり  １，５００円 

かおりキャンドル 



伊里前福幸商店街 



桐生八木節祭 

川口新郷工業団地協同組合｢ばんばん祭」 

物産交流 



南三陸直売所 『みなさん館』 



宝塚希望応援隊来訪における交流会（H24.6.9) 



滋賀県立大学『いきいき健康交流ひろば』 H25.2.24 



兵庫県立大学ワカメ収穫ボランティア H25.3.5 



大牟田竹燈籠「鎮魂の夕べ」 H25.3.10~12 



仮設住宅に来る移動販売車 



伊里前福幸商店街 「移動バス銀行」 



伊里前・名足小学校スクールバス 



復興｢寺子屋」 



パソコン教室（吉野沢仮設住宅集会所） 



パソコン教室（歌津中学校） 



名足地区災害公営住宅造成工事 



名足地区災害公営住宅造成工事 



韮の浜・寄木地区防災集団移転地造成工事 



Sea Wall     T.P. 8.7m                                                                                                             Oritate(Togura) 



防潮堤の高さ（伊里前） 


